
 





１ 出 生 

（１） 出生数は 9,112 人で、前年より 167 

人減少、過去最少となった。 

出生率（人口千対）は 7.9 で、前年 

の 8.0 を下回った。 

 

（２） 出生数を母の年齢別にみると、40 

歳代で 57人増加し、20歳代で 136人、  

30 歳代で 61人の減少となっている。 

 

 

 

 

２ 合計特殊出生率 

合計特殊出生率は 1.59 で、前年の 1.57 を上回り、３年連続で上昇した。 

なお、全国の合計特殊出生率は 1.45 で、前年の 1.42 を上回った。 
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出生数

合計特殊出生率

年齢階級 出生数 出生数 

増減 （歳） ２７年 ２６年 

１５～１９ 98 125 △27 

２０～２４ 924 947 △23 

２５～２９ 2,628 2,741 △113 

３０～３４ 3,219 3,214 5 

３５～３９ 1,827 1,893 △66 

４０～４４ 407 350 57 

４５～４９ 9 9 0 

合計 9,112 9,279 △167 

49  ～  15 歳 

39～25 歳 



３ 死 亡 

（１）  死亡数は 13,958 人で、前年より 107 人減少した。 

死亡率（人口千対）は 12.1 で、前年 12.1 と同じである。年次推移

を見ると、昭和 50年代後半以降、上昇傾向にある。 

 
 

（２）   死因順位についてみると、第 1位は悪性新生物 26.2％、第 2位は

心疾患 14.5％、第 3位は肺炎 10.8％、第 4位は脳血管疾患 8.6％で

ある。 
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13,958人



 

また、死因別死亡数を前年と比較すると、増加したのは老衰（71

人）、肺炎（60人）、腎不全（18人）及び肝疾患（2人）である。 

 

主な死因別死亡数・死亡率 

  平 成 ２７ 年 平 成 ２６ 年 対前年比 

死  因 順位 死亡数 死亡率 割 合 順位 死亡数 死亡率 死亡数 死亡率 

全死因  13,958 1205.4 100.0  14,065 1209.4 △ 107 △ 4.0 

悪性新生物 1 3,652 315.0 26.2 1 3,836 329.8 △ 184 △ 14.8 

心疾患 2 2,026 175.0 14.5 2 2,056 176.6 △ 30 △ 1.6 

肺炎 3 1,502 129.7 10.8 3 1,442 124.0 60 5.8 

脳血管疾患 4 1,207 104.2 8.6 4 1,282 110.2 △ 75 △ 6.0 

老衰 5 804 69.4 5.8 5 733 63.0 71 6.4 

不慮の事故 6 453 39.0 3.2 6 484 41.6 △ 31 △ 2.5 

腎不全 7 301 26.0 2.2 7 283 24.3 18 1.7 

慢性閉塞性肺疾患 8 217 18.7 1.6 8 228 19.6 △ 11 △ 0.9 

自殺 9 191 16.4 1.4 9 205 17.6 △ 14 △ 1.2 

肝疾患 10 151 13.0 1.1 10 149 12.8 2 0.2 

 

なお、悪性新生物の部位別の内訳は、肺（20.3％）大腸（11.9％） 

胃（10.4%）肝（10.0％）の順に多く、この４つで悪性新生物の 52.6 

％を占める。 
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４ 乳児死亡 

生後 1年未満の死亡である乳児死亡数は 17人で、前年より 4人減少した。 

乳児死亡率（出生千対）は 1.9 で、前年の 2.3 を下回った。年次推移をみ

ると、昭和の終わりにかけて急激に低下し、その後は増減を繰り返しなが

ら、ほぼ横ばいに推移している。 

 

 

５ 新生児死亡 

生後4週未満の死亡である新生児死亡数は9人で、前年より1人減少した。 

新生児死亡率（出生千対）は 1.0 で、前年の 1.1 を下回った。年次推移

は乳児死亡と同様の傾向となっている。 
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乳児死亡    17 人   

乳児死亡率 1.9 

新生児死亡   9 人 

新生児死亡率 1.0 



６ 自然増減 

自然増減（出生数－死亡数）は平成 11 年以降、死亡数が出生数を上回る

自然減の状態が続いている。 

増減数は△4,846 人で、前年の△4,786 より減少幅が拡大した。 

自然増減率（人口千対）は△4.2 で、前年の△4.1 を下回った。 
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７ 死 産 

死産数は 286 胎で、前年より 29胎増加した。その内訳は自然死産 112 胎、

人工死産が 174 胎となっている。 

死産率（出産千対）は 30.4 で、前年の 27.0 を上回った。年次推移をみ

ると、増減を繰り返しながら減少傾向にある。 
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自然死産 112胎
人工死産 174胎
死産率 30.4



８ 周産期死亡 

妊娠満 22 週以後の死産に生後１週未満の早期新生児死亡を加えた周産期

死亡数は 48（胎・人）で、前年の 31（胎・人）より 17人増加した。 

その内訳は妊娠満 22週以後の死産が 41胎、生後 1週未満の早期新生児死

亡が 7人となっている。 

周産期死亡率（出産千対）は 5.2 で、前年の 3.3 を上回った。年次推移を

みると、昭和の終わりから平成の始めにかけて急激に低下し、以降増減を

繰り返しながら横ばいに推移している。 
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早期新生児死亡
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妊娠22週以降の死産 41胎
早期新生児死亡 7人
周産期死亡率 5.2



９ 婚 姻 

婚姻件数は 5,315 組で、前年より 76組減少した。 

婚姻率（人口千対）は 4.6 で前年の 4.6 と同じである。年次推移をみると

平成に入って横ばいに推移していたが、近年は減少傾向にある。 

 
  

 

平均初婚年齢は、夫 30.3 歳、妻 29.0 歳であった。 

平均初婚年齢は、これまで上昇傾向にあったが、夫妻ともに下降した。 
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婚姻件数 5,315組
婚姻率 4.6
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夫 全 国

夫 大分県

妻 全 国

妻 大分県

夫 

全国  31.1 歳 

大分県 30.3 歳 

妻 

全国   29.4 歳 

大分県 29.0 歳 



１０ 離 婚 

離婚件数は 2,066 組で、前年より 62組増加した。 

離婚率（人口千対）は 1.78 で、前年の 1.72 より増加した。 
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離婚件数

離婚率（人口千対）

離婚件数2,066組
離婚率 1.78


